








































姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
通称，龍治。愛日吟社同人。（『愛日
001相沢公顕 公　顕 令徳 天　童 吟社稿』）
『鶴城絶句紗』校閲者（『鶴城絶句
002朝岡南谷 貫 恕　卿 南　谷 米　沢 紗』〉
003浅野晋平 晋　平 上　山 安井息軒門下。（『上山郷土史』）
004浅問亀山 維 亀　山 米　沢 （『長井市史』〉
亀山男。興譲館提学，同総監。古賀
005浅間南溝 彰 有　常 南　溝 米　沢 個庵門下。（『鶴城絶句紗』，森鹿三「米
沢藩学とその図書の歴史」）
通称，省吾。（『飯峯詩集』，『漢文学
006浅見飯峯 資　深 逢　原 飯　峯 米　沢 者総覧』）
007藍川蝸藍 鼎 伯　和 蝸　薗 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
通称，九右衛門。片山童観・服部南
杳　斎



















011安孫子養中斎 仙　長 養中斎 1748～1812寒河江 東岡，弟。儒医。（『寒河江市史』）
012安孫子籟山 保 籟　山 寒河江 （『寿山名珠』）







015甘粕継成 継　成 尚　綱 1832～1869米　沢 通称，半蔵・虎之助・備後。（『米沢
市史』）
世　坦







018五十嵐干拙 光　春 龍　渓 嵐　雪 1788～1868上　山 藩儒。増戸武兵衛門下。書は巻菱湖
嵐　貞 門。（『上山見聞随筆』，『上山郷土史』）
通称，定助・譲助・雄助。安積艮斎
019池田駒城 復 駒　城 1818～1873鶴　岡 門下。画は日高鉄翁門。（『庄内人名
辞典』）
020池田桂窓 桂　窓 鶴　岡 通称，孝之助。（『丹川遺稿』）
祐　之 玄　斎
021池田玄斎 礼　之 子　和 愛　山 1775～1852鶴　岡 （『庄内人名辞典』）
礼　子需 避喧隻
松　元

















宕　山 片山弦斎・中村敬宇門下。蔵書家で025伊佐早縦軒 謙 君　益 1857～1930米　沢桃　庵 林泉文庫を営む。（『椎軒稿』，『米沢
読史堂 郷土史』，『米沢市史』）
026井沢　　恒 恒 伯　通 大　江
通称，紀内。大久保村名主。林石門
門下。（『河北町の歴史』）




028石井龍眠 子　龍 1778～1843鶴　岡 氏。書画。（『荘内史料』，『庄内人名為　龍
辞典』）
通称，千五郎。後に幹之進・権兵衛・
029石川畏斎 幹 伯　禎 畏　斎 1787～1861鶴　岡 小兵衛・小作。朝陽，男。（『石川朝
陽先生』）
通称，清之助。畏斎，男。（『石川朝030石川慎庵 広　居 子　道 慎　庵 1808～1862鶴　岡
陽先生』）
031石川素讃 正　名 素　課 松　山 通称，市郎右衛門。俳譜師として舞
鶴堂と号す。（『松山町史』）
通称，甚八郎。後に主膳・百右衛門。








034泉水　　格 格 有　定 上　山
通称，一郎右衛門。上山藩士。愛日
吟社同人。（『愛日吟社稿』）




姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
以　徳
玄　当 竹　斎036伊東以徳 見　龍 千　淵 楽　水 1700～1757酒 田荘内藩医。（『庄内人名辞典』）
好　礼
瑛 峨　眉
037伊東峨眉 見　瑛 国　器 東山人 1730～1775鶴　岡 本姓，清野氏。竹斎養子。（『漢文学
玄　朴 大　忘
者総覧』，『庄内人名辞典』）
竹　斎038伊東竹斎 潤 文　仲 玉壺堂 1779～1829酒　田 （『庄内人名辞典』）
通称，郷太郎・大三郎。詮，明経。
田原藩儒，天童藩儒。朝川善庵門下。
039伊藤鳳山 馨 子　徳 鳳　山 1806～1870酒　田 （『伊藤鳳山』，『近世漢学者著述目録学半楼 大成』，『漢学者伝記及著述集覧』，『漢
文学者総覧』，『日本漢文学大事典』，
『山形県史』）










042犬塚五松園 盛　伝 子　良 五松園 1719～1743鶴　岡 山氏。加賀山桃李，兄。太宰春台門
下。（『庄内人名辞典』）
043犬塚持富 持　富 子　済 1741～1781鶴　岡 通称，男右衛門・永吉・京美。（『大
泉村史・続』，『庄内人名辞典』）
通称，祐吉。持富，男。東海，兄。
044犬塚澹斎 謙光 文　伯 澹斎 1769～1823鶴　岡 致道館学監兼司業。（『庄内人名辞
典』）
通称，男内。持富，男。致道館典学。
045犬塚東海 秀　実 武　仲 東　海 1771～1822鶴　岡 荻野流砲術師範。（『史跡庄内藩校致
道館』，『庄内人名辞典』）
046今井晦堂 潜 子　龍 晦　堂 1830～1877米　沢 通称，才次郎。足利藩儒。山田蟻堂
門下。（『漢文学者総覧』）




姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
048巖村有岱 為　崇 有岱 山　形 山形藩医者。愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』）
049植松　　艮 艮 仲　山 東　根 愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』）
050植松　裕 裕 好　問 天　童 通称，伝兵衛。愛日吟社同人。（『愛
日吟社稿』）
051上村継道 継　道 大　淵 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
052羽沢松圃 郁 松　圃 松　山 安積艮斎門下。書。（『荘内人名辞典』）
通称，剛太夫。致道館司書として致龍　渓
053氏家龍渓 天　爵 天　爵 1775～1834鶴　岡 道館蔵版本の出版に参画。（『荘内史直 料』，『史跡庄内藩校致道館』，『庄内
麓　人
人名辞典』）
054江口　哲 哲 子　徳 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
通称，厚夫・龍吉・増右衛門。致道
055遠藤治浪 茂　徳 泊　浪 1825～1892鶴　岡 館典学兼助教。坂尾観水門下。（『庄
内人名辞典』）
056大石玄洋 子　正 玄　洋 天　童 愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』）
057大瀬南頓 正　班 序　卿 南　頓 1799～1875鶴　岡 通称，準次郎。致道館典学兼舎長。積　翠 犬塚東海門下。（『庄内人名辞典』）
058太田興利 興　利 伯　益 東　根 通称，吉蔵。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）
雨　山 書画。川村雨谷門下。（『文学美術人
059大瀧雨山 正　治 掃霞山 1871～1939鶴　岡 名辞書』，『庄内人名辞典』『郷土日本
房 画の流れ展』）
牛　山
060大館牛山 元　貞 無及舎 1774～1858鶴　岡 通称，藤兵衛。（『荘内史料』）
061大貫元榿 国　香 世　美 元　榿 1785～1816白　鷹 通称，退蔵・嘉門。（『荒砥町誌』，『白晩翠軒 鷹町史』）
通称，市蔵。画は柿本柿融・川村雨
062大沼杏村 正 杏　村 1859～1942寒河江 谷門下。（『寿山名珠』，『郷土日本画
の流れ展』）
063大沼玄養 玄　養 1789～1861寒河江 仙英雄道門下。（『寒河江市史』）
長　海 通称，小十郎。佐藤長海・長伯鱗と






姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠
065大沼盧州 盧　州
鉄心斎 ？～1815寒河江 通称，佐兵衛。俳譜。（『西根村史談』）
066小笠原映斎 昇 光福 快　斎 1827～1908新庄 三浦葛山・瀬川章記門下。（『漢文学者総覧』，『新庄市史』）




069岡部見龍 宥　盈 見　龍 1806～1878羽　黒 儒医。（『羽黒町史』）




071小川　　敬 敬 子　誠 上　山 通称，幾馬。上山藩士。愛日吟社同
人。（『愛日吟社稿』）
072荻野　　駿 駿 千　里 山　形 通称，馬三郎。山形藩士。愛日吟社
同人。（『愛日吟社稿』）
073奥山　温 温 丙　柔 上　山 通称，丹下。上山藩士。愛日吟社同
人。（『愛日吟社稿』）
074奥山玄育 玄　育 子　謙 上　山 上山藩医者。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）
075奥山豊昌 豊　昌 1818～1892新　庄 通称，勇三郎。角館子章門下。（『新
庄市史』）
076小田切馬陵 恭 公　礼 馬　陵 米　沢 （『鶴城絶句紗』）




078小見　　圭 圭 文　明 米　沢 （『鶴城絶句紗』）





















姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
通称，善左衛門。愛日吟社同人。（『愛
083片桐公章 公　章 世　琢 天　童
日吟社稿』）
観光，男。米沢藩儒，興譲館提学。
084片山一興 一　興 米　沢 （森鹿三「米沢藩学とその図書の歴
史」）
085片山一真 一　真 米　沢 米沢藩儒。（『米沢市史』）
通称，紀兵衛。一真，男。米沢藩儒，
086片山観光 一　積 観　光 米　沢 興譲館提学。（森鹿三「米沢藩学とそ
の図書の歴史」）
米沢藩儒，興譲館提学。古賀茶渓門
087片山弦斎 一　貫 吾　道 弦　斎 米　沢 下。（『鶴城絶句紗』，森鹿三「米沢藩
学とその図書の歴史」）
米沢藩儒，興譲館提学。古賀伺庵門









090加藤緯斎 省　介 緯　斎 1880～1955鶴　岡 名辞典』）
政　発 通称，大弐・大三郎・多左衛門。佐091加藤寛斎 揚　甫 寛　斎 1675～1741鶴　岡啓　発 藤直方門下。（『庄内人名辞典』）
通称，宅馬。詩文，書画。（『庄内人
092加藤丹楓 景　重 子　遠 丹　楓 1850～1924鶴　岡 名辞典』，『郷土日本画の流れ展』）
西　門
















096河野桐嵯 錦 尚　綱 桐　嵯 米　沢 （『鶴城絶句紗』）








100木滑錦江 徳 潤　卿 錦　江 米　沢 （『鶴城絶句紗』）















104工藤松桐 庸 松　桐 朝　日 （『寿山名珠』）
105工藤翠雨 泰 翠　雨 朝　日 （『寿山名珠』）














108国井篁堂 礼 篁　堂 寒河江 素堂，男。篁月，弟。（『寿山名珠』）
109国井素堂 秀　実 素　堂 1838～？寒河江 通称，太郎。画は土田鉄船門下。（『寿
山名珠』）










姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
本名，中島守善。桂香逸・遠山翠と
も称す。山田蟻堂・安井息軒門下。




113久米益庵 宗　的 仙　鼠 1684～1766鶴　岡 名辞典』）
斑猫軒
通称，五郎兵衛。荻生祖篠・太宰春景　山
114久米景山 為　政 子　古 1706～1758鶴　岡 台門下。（『荘内史料』，『庄内人名辞十三楼
典』）
米沢禅林寺開山，妙心寺第115世住115九山宗用 宗　用 九　山 ？～1636那　須 持。直江版に参画。（『稿本清覧録』）
本姓，島貫氏。通称，周助。後に判
王　民
116栗山王民 道　紹 弘　卿 1863～1883上　山 兵衛・惟一。明新館助教。大槻平泉・梅披 安積艮斎門下。（『上山郷土史』）
通称，敬治・与八郎。本姓，酒井氏。
馨 之　芳 研　堂 書は日下部鳴鶴門下。（『研堂黒崎先
117黒崎研堂 1852～1928鶴　岡聚 士　芳 東濠 生記念出版追憶帖』，『鶴岡市史』下
巻，『庄内人名辞典』）
118玄　　　明 玄　明 1729～1796寒河江 澄江寺十六世。（『寒河江市史』）
通称，伝之助。愛日吟社同人。（『愛
119小　池　強 強 義　卿 東　根
日吟社稿』）
通称，嘉六。強，弟。愛日吟社同人。















124国分兜山 威　胤 寛　中 兜　山 1746～1809米　沢 通称，沖助・左兵衛。（『米沢市史』）
一240ピ79ノー
山形県漢学者総覧稿一長尾
姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠
松亭
雲　渓 通称，穂蔵。書画。瀧和亭・小坂芝
125後藤松亭 遊雲画 1870～1933山　形 田・田能村直入門下。（『郷土日本画
一一房 の流れ展』）
馬畔居
126後藤文東 恭　敬 文　東 1724～1770上　山 通称，多仲。文鳳，男。後に福田氏竹雲堂 を称す。（『上山見聞随筆』）
127後藤文鳳 文　鳳 上　山 通称，七太夫。書は佐々木文山門下。竹岡堂 （『上山見聞随筆』）
通称，主計。興譲館助読，山形師範








130佐伯　　予 予 有　得 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
131坂　　積翠 正　直 千　丈 積　翠 米　沢
通称，貞松。興譲館提学・総監（『鶴
絶句紗』）
132寒河江市隠 和 市　隠 1810～1875東　根 通称，吉二。（『村山市史』）
通称，六郎。幽栖，男。致道館助教




















姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
塊　山 通称，醍作・伊左衛門。詩書。画は
137桜井塊山 惟　智 子　忠 1826～1903鶴　岡穆清堂 池田駒城門下。（『庄内人名辞典』）
138桜井旭峯 弘 伯　毅 旭　峯 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
通称，弥三郎。愛日吟社同人。（『愛
139佐藤只笑坊 直　行 子　道 只笑坊 天　童
日吟社稿』）
通称，徳太郎。愛日吟社同人。（『愛
140佐藤至静 至　静 徳　甫 天　童 日吟社稿』）
通称，秀二郎。愛日吟社同人。（『愛
141佐藤直温 直　温 良　卿 天　童 日吟社稿』）
木　公 通称，荘右衛門。奥原晴湖門下。（『郷
142佐藤木公 1860～1916天　童松　窓 土日本画の流れ展』）























148柴田省庵 慎 子　恪 省　庵 東　根 愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』）




喬　嶽 通称，吉郎。楓園，男。致道館助教151白井喬嶽 重　高 子　敬 1828～1886鶴　岡朽　木 兼典学。（『庄内人名辞典』）
一242ピ77り一
山形県漢学者総覧稿一長尾
姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠













154白井東月 重　行 子　徳 東　月 1753～1812鶴　岡 致道館初代祭酒。松崎観海門下。（『大
泉村史・続』，『史跡庄内藩校致道
館』，『鶴岡市史』，『漢文学者総覧』）
155白井楓園 重　思 太　沖 楓　園 1785～1851鶴　岡 東月・蔵六庵，弟。（『大泉村史・続』，白　思 『庄内人名辞典』）
156白井茂貞 茂　貞 才　老 鶴　岡 通称，久右衛門。（『大泉村史・続』）
157白石　　義 義 信　卿 山　形 通称，繁次郎。山形藩士。愛日吟社
同人。（『愛日吟社稿』）
















162菅原菊山 不緬 菊　山 寒河江 （『寿山名珠』）
通称，数馬・万蔵。私塾便民舎主宰。




















165杉原楽水 君　美 楽　水 1801～1866米　沢美　親 （『鶴城絶句　』，『征戸太華翁』）
通称，秀三郎。後に善太右衛門。西
すげ




167菅　　五老 基 1780～1819鶴　岡孟　孝 南風舘 泉村史・続』，『史跡庄内藩校致道
館』，『庄内人名辞典』）
通称，玖輔。愛日吟社同人。（『愛日
168鈴木元忠 元　忠 思　斉 米　沢 吟社稿』）
通称，安兵衛。愛日吟社同人。（『愛
169鈴木篤雅 篤　雅 有　節 天　童 日吟社稿』）




172須田古龍 子　化 1866～1945酒　田咬仙史 内人名辞典』）
173瀬川章記 泰　治 章　記 1796～1867新　庄 新庄藩儒。三浦龍山門下。（『新庄市
史』）
174関口東嶺 満　雅 東　嶺 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
一244ピ7句一
山形県漢学者総覧稿一長尾
























179外家寛之 寛　之 仲猛 大　江 通称，藤助。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）








182曽根原鳥海 省　吾 魯　卿 鳥　海 1749～1811酒　田
片山北海門下。七弦琴に巧。（『庄内
人名辞典』）
183太　　　真 太真 山　形 山形金剛院の行者。愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』）
184諦　　　真 諦真 水　月 1797～1872大　江 水月尊者と称される。長井宮村，遍照寺住職。（『長井市史』）
185平　広安 広　安 子　泰 米　沢 通称，徳治。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）
186高橋介停 董福 子棋 介　停 1823～？上　山 片谷地地蔵寺に私塾を開く。（『片谷地村の歴史』）
187高橋如蘭 如　蘭 1788～1842寒河江 通称，与作。（『寒河江市史』）
188高橋　　潜 潜 子　龍 山　形
通称，円二郎。愛日吟社同人。（『愛
日吟社稿』）
189高橋直清 直　清 仲　寅 米　沢 通称，松弥。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）
190高橋　度 度 義　卿 上　山 通称，屯。上山藩士。愛日吟社同人。
（『愛日吟社稿』〉
191高橋東斎 種　芳 子　英 東　斎 1825～1876鶴　岡 通称，甚助・良蔵。（『庄内人名辞典』）
一‘74フ245一
山形大学紀要（人文科学）第15巻第4号
姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
通称，才輔。（『史跡庄内藩校致道館』，





194高橋文達 文　達 徳　三 山　形 稿』）
通称，右橘。山形藩士。愛日吟社同195高畠信義 信　義 公　直 山　形 人。（『愛日吟社稿』）
196竹田　淳 、一』」凸浮 士　篤 米　沢 通称，嘉京。愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』〉
通称，孫兵衛。上山藩儒。私塾鳳鳴鳥　海
龍 館主宰。安達清河門下。（『鳳鳴館詩
197武田鳥海 孟　玉 鳳鳴館 1738～1831高　畠信　英 集』，『東置賜郡史』，『漢学者伝記及
楽山亭
著述集覧』，『漢文学者総覧』）
通称，柔兵衛。上山藩士。愛日吟社198武　田　貞 貞 子　観 上　山
同人。（『愛日吟社稿』）
通称，七兵衛。愛日吟社同人。（『愛
199武田庸信 庸　信 誠　仲 天　童 日吟社稿』）
通称，右膳・八十次郎・八郎右衛門。
たけのうち
200竹内裳蔭 茂　昆 子　明 業　蔭 1722～1770鶴　岡 稲葉迂斎門下。（『大泉村史・続』，『庄
内人名辞典』）
通称，右膳・総之助。（『大泉村史・
201竹内南山 茂　祐 子　吉 南　山 1842～1908鶴　岡
続』，『庄内人名辞典』）
通称，音人・新太郎・五兵衛・八郎南　楼
202竹内南楼 茂　樹 伯　封 1747～1813鶴　岡 右衛門。業蔭男。（『大泉村史・続』，泰　翁
『庄内人名辞典』）
当　綱 含章堂 通称，美作。細井平洲門下。（『稿本
203竹俣当綱 君　瑞 1729～1793米　沢鳳 主人 清覧録』，『米沢郷土史』，『米沢市史』）
柳　所












姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
206伊達鶴陵 伊　浩 子　養 鶴　陵 1796～1865鶴　岡 通称，鴨蔵。市川米庵門下。（『庄内素　庵 人名辞典』）
207立岩桂山 篤 子　方 桂　山 米　沢 （『鶴城絶句　』）
208田中維則 維　則 子　恒 山　形 通称，金治。山形藩士。愛日吟社同
人。（『愛日吟社稿』）





210田中静居 宣　章 墨　蘭 1835～1898松　山 中山墨湖・中西耕石門。（『松山町
松　琴 史』，『庄内人名辞典』）
耕　煙
211田中政徳 政　徳 1779～1821鶴　岡 通称，新五郎。朝陽，孫。（『大山町
史』）
朝　陽














































216田宮梅隠 年　玄 梅翁 1659～1735河　北 通称，虎之助・五右衛門。松本一笑退耕軒 軒門下。（『河北町の歴史』）
嘱月堂




219津川元龍 元　龍 ？～1831長　井 書。（『長井村郷土誌』）
鉄　船 左沢巨海院に住す。書画。日高鉄翁220土田鉄船 全　明 華　岳 1814～1879寒河江 門下。（『寒河江市史』，『郷土日本画
の流れ展』）
221土屋水哉 久　国 水哉 鶴　岡 （『日本漢詩鑑賞辞典』）
一248ピ7Zノー
山形県漢学者総覧稿一長尾
姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
通称，大助。水哉男。漢詩文雑誌『東
竹　雨 華』主宰。大東文化大学学長。詩は









225角館正珍 正　珍 子　章 1799～1847新　庄 新庄藩儒。三浦龍山門下。（『漢文学固　佐 者総覧』，『新庄市史』）
226土肥拙斎 学 子　典 拙　斎 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
227
とこ　よ









229富沢威斎 昇 君　績 威　斎 1788～1860新　庄 山門下。（『漢文学者総覧』，（『新庄市
史』））
230富永咬菜 周　太 咬　菜 米　沢 （『寿山名珠』）
231
とりのうみ
鳥海松亭 恭 仲　黙 松亭 1772～1819鶴　岡 通称，重三郎。市川寛斎門下。書画。（『庄内人名辞典』）
北　岳 通称，銀次郎。岩渓裳川門下。書は
232鳥海北岳 良　邦 君　貞 白鳳山 1864～1931鶴　岡 黒崎研堂・日下部鳴鶴門下。（『庄内
人 人名辞典』）
忠　恕 通称，鍬五郎・造酒助。荘内藩主酒
233内藤鳳台 政　民 君　道 鳳　台 1804～1855鶴　岡 井忠徳八男で，後に磐城内藤家の養
子となる。因幡守。（『庄内人名辞典』）
234長尾梓山 景　直 子　正 梓　山 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
旭　峰 通称，辰四郎。後に不二雄。木枯庵




姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠
236中川雪堂 伯　淵 雪　堂竹　陰 1816～1886米　沢
通称，英右。山田蜷堂門下。（『鶴城
絶句紗』）















240長沼月峰 弘　道 月　峰大　雅 1802～1878長　井
牛翁，男。書画。（『長井市史』，『郷
土日本画の流れ展』）








243仁科乙蔵 乙　蔵 上　山 明新館助教。安井息軒門下。（『上山
郷土史』）
244西堀素履 政　実 素　履 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
245沼沢竹洲 勝　江 子　敬 竹　洲水哉亭 1826～1892新　庄
新庄藩儒。三浦葛山門下。（『漢文学
者総覧』，『新庄市史』）

















248登坂東皐 感 伯　恭 東　皐 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
249
はい　だ
早田篇山 知　元 子　哲 篇　山東　園 1811～1874鶴　岡
通称，久吉・理右衛門。致道館助教
兼司業。（『庄内人名辞典』）
250芳賀楊園 楊　園 1867～1947鶴　岡 通称，剛太郎。（『庄内人名辞典』）




姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠
252服部嘉言 嘉　言 子　彰 1764～1824鶴　岡 通称，純蔵。致道館司業。（『荘内史
料』，『庄内人名辞典』）
253服部公明 処　晦 公　明 上　山 上山藩医者。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）





















258早坂守常 守　常 敬　典 東　根 通称，万蔵。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）
259林　石門 養　造 石　門 東　京 河北町谷地に私塾を開く。（『河北町
の歴史』）
260原田甑岱 甑　岱 1810～1854村　山 通称，吉右衛門。（『村山市史』）





262平田　　玉 玉 徳　寿 山　形
通称，小源二。愛日吟社同人。（『愛
日吟社稿』）
263藤井健三 健　三 上　山 明新館都講。大槻平泉門下。（『上山
郷土史』）














姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠
通称，荘左衛門。羽陽三隠の一。大
魯　斎 沼枕山・安井息軒・小野湖山門下。
267逸見魯斎 三　省 希曾 1846～1899河　北指翠堂 私塾三省塾を開く。（『指翠堂絶句
紗』，『河北町の歴史』，『寒河江市史』）
幼名，牛蔵。通称，佐内。角館子章268北条一楽 角　磨 一　楽 1818～1902新　庄
門下。北条塾を主宰。（『新庄市史』）
通称，彦兵衛。本姓，国井氏。安積269星野有山 寛 子　栗 有　山 1806～1851天　童
艮斎門下。（『天童市史』）
通称，猷蔵・悌三郎。譲，誠信。本
270細井観堂 旧　服 子　式 観堂 1847～1912鶴　岡 姓，村井氏。池田丹川・菅臥牛門下。
（『大泉村史・続』，『庄内人名辞典』）
良　民 書画。細谷風翁門下。（『郷土日本画




































276牧　桜雲 頼　元 桜　雲 1844～1923鶴　岡 通称，八百治。（『庄内人名辞典』）
東海




旭軒 1872～？上　山 昭和16年，古稀までの生存は確認（拙鶴　吉 架蔵，漢詩幅）
279増戸如雪 鉄　治 如　雪 上　山 通称，逸平。明新館助読。五十嵐干
拙門下。（『上山郷土史』』）

















285松木魯堂 秀　実 文　雍 魯　堂 1785～1838米　沢 講。神保蘭室門下。（『鶴城絶句紗』，
『米沢市史』）
286松平観瀾 久　敬 子　章 観瀾 1722～1795鶴　岡 通称，甚三郎・幸之助・藤兵衛。関南楼門下。（『庄内人名辞典』）
287松平青牛 伯　亀 青牛 上　山 通称，外記。上山藩家老。愛日吟社同人。（『愛日吟社稿』）




姓　号 名 字 ?? 生残年 生地 備考・典拠
通称，国松・市之丞・権右衛門。致






291松森胤保 胤　保 ？～1892鶴　岡 之助とも称す。松山藩家老。ぐ『松山
町史』）
292馬淵華陽 鋭 華　陽 山　形 （『寿山名珠』）
293丸山孤雲 孤　雲 1773～1854長　井 通称，孝次郎。（『長井村郷土誌』）
294丸山石門 蔚　明 子　遠 石　門 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
295丸山蜂窩 敏 子　行 蜂　窩 1776～1837鶴　岡 通称，三平。亀田鵬斎門下。佐渡島遜　卿 学古堂 学館教授。（『庄内人名辞典』）
貞　充 通称，良佐。龍山，男。新庄藩儒。296三浦葛山 千　秋 葛　山 1794～1854新　庄大　年 （『漢文学者総覧』，『新庄市史』）
通称，寛右衛門・介蔵。葛山，男。
297三浦荷斎 貞　蔵 萄　斎 1820～1884新　庄
龍山，孫。新庄藩儒（『新庄市史』）
寒河江洞興寺住職。晩年，失明。山
298三浦随処 了　覚 随　処 1847～1941東　京 形市香澄町に住す。（『随処禅師詩文
庫』，『山形市史』）
299三浦立軒 祐　吉 子　成 立　軒 1843～1918新　庄 苛斎男。（『新庄市史』）










信　甫 華竹 1707～1770鶴　岡 通称，内蔵助。荻生但練・太宰春台澄　誠 門下。（『庄内人名辞典』）
303水野杏隠 哲 伯　恵 杏　隠 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
304水野重威 重　威 元　礼 1773～1809鶴　岡 華陰，曾孫。（『大泉村史・続』）
305水野東園 重　栄 子　懐 東　園 1777～1837鶴　岡 通称，右近・東十郎・内蔵丞。（『庄桃　園 内人名辞典』）
一254‘65ノー
山形県漢学者総覧稿一長尾
姓　号 名 ｛? ?? 生残年 生地 備考・典拠
306水野蘭皐 重　信 子　言 蘭　皐 1788～1838鶴　岡 通称，猪助。軍学者。画は春木南湖
門下。（『庄内人名辞典』）
重　邦
307水野龍門 元　邦 文　強 龍　門 1715～1775鶴　岡 通称，民部・内記・源七郎・市兵衛・
邦香 勘解由。華陰，男。（『庄内人名辞典』）
通称，利助・伊兵衛。本姓，遠藤氏。
308三矢東嶺 安　恵 子懐 東　嶺 1747～1804鶴　岡 加賀山桃李門下。（『大泉村史・続』，
『庄内人名辞典』）




310皆川宗海 盛　貞 子　恭 梅翁 1794～1875鶴　岡 通称，美也吉・辰右衛門。大田錦城・
抽　顛 篠原鶴汀門下。（『漢文学者総覧』）
詠而帰 通称，大八。栗香，男。張廉卿門下。
311宮島詠士 吉　美 詠　士 盧主人 1867～1943米　沢 善隣書院主宰。（松平康国「故善隣書
帰詠舎 院院長宮島君墓誌」）
312宮島東溝 家　肥 考　卿 東　溝 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
昇 通称，宮吉。興譲館に学ぶ。講武所
313宮島養素 家　貞 伯　敬 養　素 1846～？米　沢 槍術助教授（麻績斐「養素宮島家貞
君行略」）
栗　香 通称，誠一郎。興譲館助教。維新後，
314宮島栗香 吉　久 伯　恒 八十八 1838～1911米　沢 貴族院議員。山田燈堂門下。（『明治
渓漁父 漢詩文集』）
315三好蜻洲 廉 善　卿 蜻　洲 1843～1916鶴　岡 通称，森兵衛。（『大泉村史・続』）
316無学頓了 頓　了 無　学 1769～1624寒河江 山形法祥寺に住する。（『寒河江市
史』）
317武藤旭山 幸　知 子　克 旭　山 1824～1889鶴　岡 通称，半蔵・繁蔵。致道館助教兼舎
長。書は中沢雪城門下。（『松山町史』）
318毛利梅軒 重　華 梅軒 上　山 通称，孫平治。（『上山郷土史』）
常　矩 鶯　谷 通称，徳内。本田利明門下。（『近世319最上鶯谷 定　矩 士　規 甑　山 1754～1836村　山 漢学者伝記及著述集覧』，『漢文学者
総覧』，『日本漢文学大事典』）
通称，五八・庸之助。本姓，工藤氏。
















322森本友弥 友　弥 上　山 （『上山郷土史』）
通称，象蔵。愛日吟社同人。（『愛日
323森谷興孝 興　孝 子　行 天　童 吟社稿』）
三　印
通称，玄春・三郎。米沢藩儒医。野伯　章 拙　谷




325矢尾板靖庵 惟　一 子　真 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
梅　雪
326安田菊園 秀　俊 子　儀 菊　園 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
通称，清右衛門。愛日吟社同人。（『愛
327山口広利 広　利 伯　義 天　童 日吟社稿』）
通称，彦惣・彦総・彦八。長三洲門328山口半峯 半　峯 1869～1939酒　田
下。（『庄内人名辞典』）
329山口籟風 籟風 1847～1921鶴　岡 通称，壮弥。（『庄内人名辞典』）
通称，宗七郎。山下半酔，男。明新
330山下吉重 吉　重 1848～1903上　山 館句読師。渡刈当然・安井息軒門下。
（『上山郷土史』）
















333山田松菊園 近雄 松菊園 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
334山田龍渓 朝　昌 龍渓 1810～1877鶴　岡 通称，半蔵・子蔵。（『庄内人名辞典』）
335山村弘章 弘　章 ？～1868上　山 通称，求馬。増戸櫟軒門下。（『上山
郷土史』）
336山本阿善 阿　善 天　童 慎静，男。愛日吟社同人。（『愛日吟
社稿』）
337山本慎静 慎　静 尚　寛 天　童 通称，保馬。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）












341湯野川公和 公　和 子　琴 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
342湯原篤蔵 篤　蔵 上　山 明新館都講。大槻平泉門下。（『上山
郷土史』）
343横尾業広 業　広 子　勉 東　根 通称，貞治。脩，弟。愛日吟社同人。
（『愛日吟社稿』）
344横尾　脩 脩 子　進 東　根 通称，吟蔵。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）










347吉田清成 清　成 1791～1866白　鷹 通称，善吉。後に祐吉。（『荒砥町誌』）
一r62り257一
山形大学紀要（人文科学）第15巻第4号
姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠
通称，庄三郎・橘右衛門。本姓，佐
348吉田素月 治　綱 素　月 1822～1909大　江 藤氏。（『大江町史』）
通称，大八。養正館督学。安積艮斎
349吉田素道軒 守　隆 素道軒 1832～1868天　童 門下。（『吉田大八』）
通称，犬蔵。山形藩士。愛日吟社同





352隆　　　応 隆　応 桑　園 1863～1931上　山 に佐原氏。栗山王民門下。書は中林
桑　隠 梧竹門。（「隆応和尚と茂吉」）
山形見聞寺住職。愛日吟社同人。（『愛




355蓮　　　慧 蓮　慧 寒河江 正覚寺十四世。（『寒河江市史』））
356若林涯村 麟 文　瑞 涯　村 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
357若林友政 友　政 樺　卿 米　沢 （『鶴城絶句紗』）
五十嵐干拙門下。上山学校教授。（『上
358若山直章 直　章 上　山 山郷土史』）
子　表 通称，九十弥・伴平。松崎観海門下。
359和田腸験 廉 腸　験 1728～1814鶴　岡子　豹 （『庄内人名辞典』）
通称，東蔵・東弥・喜十郎。友月，
360和田行信 行　信 敬　甫 1821～1905鶴　岡 養子。（『庄内人名辞典』）
本姓，井沢氏。井沢恒，男。彰斎嗣
361和田混斎 ?? 混　斎 河　北 子。（『河北町の歴史』）
通称，利兵衛。茂福斎，男。築刻。
362和田彰斎 彰斎 河　北 （『河北町の歴史』〉
通称，義次郎。新庄藩儒。北条一楽
363和田豊和 豊　和 1838～1909新　庄 門下。（『新庄市史』）
通称，利兵衛。大町名主。（『河北町
364和田茂福斎 栄　充 茂福斎 1760～1834河　北
の歴史』）
通称，東蔵・甚吉。致道館典学兼司




姓　号 名 字 号 生残年 生地 備考・典拠




367渡辺　　帰 帰 種　徳 1750～1782鶴　岡
通称，茂平。荘内藩儒医・侍読。（『大
泉村史・続』，『庄内人名辞典』〉







370渡辺鳳伝 鳳　伝 布　水 1876～1938大　江 曹洞宗僧侶。橋上長伝寺住職。清潭
門下。（『大江町史』）
371渡辺保居 保　居 敬　叔 米　沢 通称，右内。愛日吟社同人。（『愛日
吟社稿』）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長 尾 直 茂
　本稿収録了山形県籍貫的漢学者的消息。被収録者以日語五十音先後順序排列。各人的姓名，
字，号，生残年，備考・典拠，以表格形式総結。本稿所収録漢学者共三百七十五名，為方便
読者査閲，以名・字・号的日語五十音為順序，索引附加巻末。
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